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	��　�　市では、現在、魚沼市役所旧小出庁舎の解体後の跡地に、図書館及び公民館機能を併せ持つ（仮称）生涯学習センターの建設を計画しています。この施設には、小出郷図書館の図書館機能と、老朽化が進んでいる小出郷福祉センターの集会室機能を移転する計画としています。また、図書館機能移転後の建物については、まちのにぎわいづくりの施設として再整備を行う予定です。��　設計にあたり、市民参加型によるワークショップ（以下「ＷＳ」）を立ち上げ、図書館、社会教育、商工会等の団体、地元町内会から推薦された方々と、市内の高校生などから構成された『小出地区まちなか再生事業ワークショップ委員』が参加し、市民が必要としている図書館、公民館、あるいはそこに付随し得るその他の機能、空間はどのようなものか、全５回（内１回は類似施設の見学）を通して意見をいただきました。��　第５回ＷＳでは、意見を出しやすいように、前回のＷＳと同じメンバー構成の４グループに分け、『平面計画（新３階建て案）について』と『具体的な空間の使い方』の、2つのテーマについて意見交換を行いました。�　今回も前回同様に傍聴席が設けられ、参加された方々がメモを取ったり、熱心に傍聴されている様子がうかがえました。また、回を追うごとに傍聴者数が増え、市民のＷＳへの期待と関心の高さが感じられました。�　意見交換の前に、設計者から『新３階建て案』について説明が行われました。�　プロポーザル案をベースに、これまでのＷＳや魚沼市からの意見・要望、前回提示された２階建て案の利点等を取り込んだ最終案が３Ｄで作成され、各グループのモニターへ映しながら、設計のポイントと詳しい内容が伝えられました。平面的だけでなく、立体的に理解してもらったうえで、最後の意見交換がスタートしました。������■駐車場・にぎわいひろばについて�　ピロティの駐車台数を増やした点や、敷地の西側に広い駐車場を計画した点については良い意見が多く見られましたが、広くした分、除雪作業（負担）が増えるのではないかという意見もあげられました。�　また、駐車場が広くなり、屋外でのイベントが開催しやすくなったため、調理場や手洗い場等の設備が必要という意見や、将来の設備設置に備えた配管が必要ではないかという意見もあげられました。�■屋上ひろばについて�　屋上からの眺望が期待できるのではないかという意見から、越後三山などの撮影スポット、ビアガーデン、花火鑑賞等で利用できるように期間を限定して開放してほしいという意見があげられました。それに伴い、屋上階にもトイレや休憩スペースがあると良いという意見もあげられました。
	■吹抜け・大階段・カフェについて�　１階の公民館と２階の図書館が分断されないように、吹抜けと大階段、ステップフロアによって繋がりをもたせている点は良いが、一体的な空間となったことで、冷暖房費が嵩むのではないかという意見や、憩いのスペースやカフェスペースの会話が図書館へ聞こえ過ぎないか心配という意見もあげられました。�　また、大階段や吹抜けに手すりの設置が必要であることや、階段の蹴上げを低くして緩やかにしてほしいといった、安全面についての意見が多く見られました。�■公民館について�　広い視聴覚室と活動室が増えた点や、用途に合わせて可動間仕切壁で部屋の大きさを変えられる点が良いという意見と、部屋数が少ない、もっと小さい部屋を多く設置してほしいという相反する意見が見られました。�　また、使い方を固定しない部屋の他に、防音室や和室等の専用の活動室も必要ではないかという意見も見られました。�　学習室については、ガラス張りの部分が多く、図書館の閲覧スペースや屋外から室内が見えてしまうため、勉強している姿が見えないような壁にしてほしいという意見や、収容人数を増やして（広くして）ほしいという意見が多くあげられました。�■図書館について�　ガラスを多用しているため、夏の暑さや、日射しの眩しさ、外部からの視線が気になるといった意見があげられました。�　読み聞かせ室等は、階段又はスロープを使わなければ行けない場所であるため、不便・不親切という意見があげられました。�　読み聞かせ室については、読み聞かせ中に子どもたちの気が散らないよう、本棚や室外の様子が見えなくなるような工夫が必要という意見があげられました。�■その他・要望について�　ほしい機能として、以前からも多くあげられていたコンビニ、フリーWi-Fi・ｅスポーツの環境整備について意見がありました。�　建物の機能とは別に、市内の高校と小出駅、計画建物を循環するバスを走らせてほしいという意見もあげられました。�■議論のまとめと発表�　各グループで議論した内容をまとめ、代表者から５分程度で発表していただきました。�　より具体的にどのような使い方をしたいか、どうすれば使い勝手がよくなり、市民の皆さんがたくさん利用してくれるかが考えられた意見や提案がたくさん出されました。　�　最後に、設計者の総括と挨拶で終了となりましたが、閉会後も３Ｄ動画をじっくり見返したり、模型を囲んで意見交換をする委員が多数見られました。�■ＷＳを終えて�　全５回を振り返って、委員の計画建物への関心や期待の高さ、ＷＳの雰囲気の良さ、毎回多くの意見が書かれたワークシートが提出されること、高校生が大人と対等に意見交換をしたり代表者として発表していることに驚かされました。�　ＷＳや市民アンケートでいただいた、様々な年代の貴重な意見を参考に、今後も設計者と魚沼市が協議を行い、より良い施設となるよう計画を進めていきたいと思います。�　ご協力いただきありがとうございました。

